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1．はじめに 
 多くの日本人が外国人に対して強い嫌悪や偏見を持つ。

外国人は外国人として一括りに認識する、日本人が外国

人に抱く潜在意識が要因となっているのではないだろう

か。少子高齢化の深刻化、グローバリゼーションへと向

かう日本において、外国人が増加することが予想される。

外国人との軋轢を緩和できる手立てはないのだろうか。 
 
2．研究背景 
2.1 移民・難民の増加  
(1) 在留外国人（移民）受け入れの現状 
 在留外国人（移民）は一時期減少したが近年また増加

傾向にあり、増加率が高くなっている。(表1,2) 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

労働者不足、グローバル化によって技能実習生、留学生

が大幅に増加している。 

技能実習制度においては、労働環境がまだ整備されてお

らず、劣悪な環境や低賃金、コミュニケーション不足な

どの理由により失踪してしまう人いる。技能実習制度で

訪れた外国人は転職が許されていないため、違法な職に

就く事案も見受けられる。 

(2) 難民受け入れの現状 

難民申請も年々増加傾向にあり、増加率も近年高くなっ

ている。だが日本では、難民認定に対して非常に厳格で

あり、ほとんどの人が棄却されてしまう。 
令和5年における難民申請者数は13,823人で、前年に比べ

10,052人(約266%)増加。難民と認定した外国人の数は

303人であり、多くの外国人が棄却されていることがわ

かる。 

 そして、難民条約により命に危険がある場合は自国に

送還することが許されていないため、棄却されてしまっ

た外国人も移動や労働の制限を設けた上で日本での滞在

を許可している。 
 
2.2 外国人増加に伴う問題点 
 前章のように外国人は増加の傾向が見られる。それに

伴い様々な問題が生じている。日本は政治的な問題によ

り外国人を十分にサポートできていないことから、外国

人は同じ国籍の人を頼ることでしか生活をする事ができ

なくなっている。これにより同じ国籍も人同士のコミュ

ニティが形成されている。地域によってはそれが肥大化

し「乗っ取り」という現象が発生している。 (例：蕨市、

川口市、大久保)そして、メディアで時々報道される外国

人による事件により、外国人や外国人が集まる地域を嫌

う傾向にある。こうした考えが外国人と関わりを持たな

いことをさらに加速させ、軋轢が強くなっている現状が

ある。 
 
3. 研究目的 
 外国人増加が予測される日本社会において、在留外国

人との軋轢が強くなっている理由には、法的整備の不十

分。そして日本人には、外国人やあらゆる団体を一括り

にし認識し嫌悪する。いわゆる「偏見」が強く根付いて

いることが関係している。 
本研究では人間の本質とも言える「居住」という行為を

通すことで異国文化理解、そして人を「個人」として認

識し、外国人の受け入れに対する意識改革を促すことを

目的としている。 
 

 4. 設計概要 
4.1. 敷地選定方法  
実際に外国人が集まって生活をする地域から共通点・特

徴を調査し、設計敷地を選定する。(図１) 

共通点として以下のことが挙げられる。 

① 公共交通機関へのアクセスが良い 

②用途地域が商業地域または準工業地域 

③日本人が暮らしたがらない場所（線路沿いなど） 

(表1)全国の在留外国人数の推移 (単位：人) 出入国管理庁より作成 
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（単位：%） 

 (図1)外国人比率による分布図 国勢調査より作成 

 

④アパートなど集合住宅が集合する場所 
また、本計画では一つの国籍のみではなく、複数の国

籍を対象とし、これから増加する外国人は同じ国籍を持

つ人を頼り集まってくることが予想されるため、現時点

で国籍の分散が計れている場所を選定する（表３） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.2. 対象敷地 
対象敷地は東京都品川区大崎3丁目地区とする。 

（図２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
既存の建物は3棟の集合住宅が複雑に混ざり合っており、

駅前にも関わらず裏の空間となっている。 
また設計敷地の西側の一街区が再開発されており、駅ま

での動線上に位置しているため日本人が必然的に通るこ

とが予測される。 
4.3. 対象の選定 
 品川区に暮らす外国人の総数に対する国籍別割合が多

い国であり、かつ異なった文化を持つ国を選定する。 
(表4) 
 
 
 
 

上記から、対象を「中国」「韓国」「ネパール」とする。 
5. 提案   
(1) 日常化 

日本人に先天的に根付いている価値観から、文化の共存

を短期的に図ることは不可能である。単に「文化交流セ

ンター」を設けたとしても日本人がそれを活用すること

はない。日本人が異国文化を認識し、文化の共存を図る

ためには長期的に関わりを持つことが必要になる。日本

人と外国人が長期的かつ必然的に関わり続ける「日常化」

を目指した設計を提案する。 

(2) 「居住」というモノの拡張 

上記にて認められている異国文化として横浜・中華街、

新大久保・コリアンタウンを挙げたが、それらは食文化

に依存した空間や観光地としての見栄えを重視した空間

になっている。外国人のことを「集団」ではなく「個人」

として認識するためにはより人間の本質的な部分を知る

必要がある。「居住」という行為・空間を拡張すること

で日常で認識できるようにすることを目指す。 
(3) 「グリッド」の可能性 

 グリッドを住戸に隣接させ外国人による自発的な作用

の促進、治安の悪化の抑制、成る空間の示唆を行う。グ

リッドにおける様々な空間構成を分析、試行し建築空間

に落とし込む。 
(4) デザインの読み込み 

 対象とする国が持つ街区構成や居室配置、素材などか

らデザインを抽出し、各住居棟を設計する。 

デザインを抽出することにより自発性作用を促進させる。 

6. 終わりに 
現代社会において外国人のみならず宗教間など、様々な

場面で「偏見」が蔓延っている。まずは外国人受け入れ

に対する意識の改革から始まり、人を「個人」として認

識し関わっていける世界になることを願っています。 
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(表3)東京都 区別国籍分散表 国勢調査より作成 

(図2)対象敷地図 
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既存建物の減築を行い、躯体のみを残す。そこに中国・韓国・ネパールの
三国が持つ要素を抽出し住居棟を設計する。既存躯体が規律性のあるグリ
ッドとなり、暮らしから滲み出たものをより強調し、周囲から認知されや
すくする。


